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ようやく理解できました。しかし
田舎生活のノリが抜けず、学生さ
んを引き連れての懇親会に積極的
に参加して、若干貯えが減りまし
た。
　そこで稼がなければということ
で再び過疎地に向かいました。新
潟県には豪雪・中山間地という枕
詞はつきものですが、今回初めて
の赴任地でした。ちょっと今まで
とは異なり、そこは新幹線も高速
道路も通っていない、昭和の香り
が未だ漂っている着物のまちでし
た。「雪中に糸となし、雪中に織り、
雪水に洒ぎ、雪上に晒す。雪あり
て縮あり」これは北越雪譜の一説
です。十日町名物「へぎそば」も、
着物の製造工程にも使われている
布海苔をつなぎとして誕生したと
のことです。
　最近喜ばしいことに当院での研
修を希望する人が増えてきまし
た。平成28年１人、29年ゼロ、30
年１人、令和元年ゼロ、昨年度３
人、そして今年２人、ここまで来
るのに５年ほどかかりました。ま
ずは大学に積極的にアピールしま
した。当院は地域医療研修として
も総合診療実習としても魅力ある
病院であるということを再認識し
てもらうためには、まずは学生さ
ん同士の口伝て（今だとSNS ？）
が重要と考え、実習滞在中いかに
学生さんを飽きさせないかという

ことに力を注ぎました。救急処置
におけるファーストタッチなど大
学等では難しい実習の場を（指導
医監視の下安全に）提供しなが
ら、ひたすら体と頭を使う作業に
没頭してもらいました。医師とい
う言葉が現実味を帯びてくる瞬間
です。医師事務作業補助者という
職種が診療上大切な存在であるこ
とも感じてもらいました。リハビ
リ、検査科、薬剤部、栄養課など
を巡る院内オリエンテーリングと
記念写真撮影は、教える職員の方
がむしろ喜んでいます。
　最近ではまじめなだけではな
く、少し遊びの要素を取り込んで
います。例えば実習日記ですが、
ひとり１冊ではなく、毎週訪れる
学生さんたちにリレー方式で書い
てもらっています。最初の学生さ
んは書き出しに大分悩んでいまし
たが、同級生たちに見られるプ
レッシャーもあり、その後ほぼ全
員が実習期間中の様々な出来事を
克明に記録してくれるようになり
ました。今では指導医側もそれを
読むのを楽しみにしています。
　もうひとつ試していることがあ
ります。タカラトミー社製の人生
ゲームをご存じでしょうか？　子
供の時に誰もが一度はやったこと
のある双六です。最近このゲーム
はベーシックエリアに加えて、追
加ステージという４つのエリアを

組合せてストーリーが変えられる
ようになっています（詳細はweb
で）。そこで「医学生実習エリア」
ステージを学生さんと一緒に作成
しようと企んでいます。もちろん
自主制作です。学生さんにはこの
双六の升目に記載する台詞をひと
り一つ以上、実習日記に書いても
らっています。例えば「糸切りが
上手いとほめられる、1000ドルも
らう」という成功体験とか、「病
棟で道に迷ってグルグルグルグ
ル、１回休み」「コロナで実習が
中止に、スタートに戻る」「カン
ファレンスで先生方の話している
略語の意味が分からない、３マス
戻る」など学生さんのふとした瞬
間が垣間見れてとても興味深いで
す。人生はゲームじゃない！とう
そぶきながら、私自身が元気をも
らっています。
　さて冒頭フレーズの臨床研修を
生涯研修に置き換えてみました。
「生涯研修は、医師が、医師とし
ての人格をさらに涵養し、既に専
門とする分野にかかわらず、医学
及び医療の果たすべき社会的役割
を認識しつつ、一般的な診療にお
いて今まで以上に適切に対応でき
るよう、基本的な診療能力にさら
に磨きをかけるものでなければな
らない。」いかがでしょうか。
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